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仕掛学のビジネス化の展望

(1) 顧客の抱える課題の解決 ⋯顧客が提示した課題をテーマに設定し、Prismワークショップを開催する。

(2) 課題解決をきっかけとした顧客プロジェクトへの参画 ⋯ アドバイザーとして仕掛学の知見を活かし、助言・提案する。

(3) 自社アセットと融合した新たなサービス提供 ⋯ Microsoft 365 Copilot等と組み合わせてサービス化する。

Prismワークショップとは これまでのPrismワークショップ実施事例

* 齊藤哲哉, 成田尚宣, 栗本英和. “Prismワークショップ：「仕掛け」の着想を支援するワークショップの設計と実践”. 第14回仕掛学研究会.

仕掛けの着想支援による仕掛学の

社会実装を目指し、BIPROGY(株 )と

名古屋大学が共同で設計した*。

参加者に以下を提供する。

(1)仕掛学の基本知識

(2)仕掛けのアイデアの発散と着想

(3)視座の変化

• 実施数：15件

• 実施企業種別

• ITソリューション

• 小売業

• 飲料メーカー

• フードサービス など

→ 一部はPoCから本格導入へ

図1 着想した仕掛けを整理する
からくりシート

図2 PoCから本格導入された
飲食店の仕掛け

これまで様々な企業がPrismワークショップで仕掛けを着想しており、仕掛学の社会実装が進んでいる。

今後はPrismワークショップの提供のみならず、BIPROGY(株)アセットとの融合・提供や

顧客プロジェクトに参画するアドバイザリーサービスといった形で仕掛けのビジネス展開が見込める。

https://www.shikakeology.org/pdf/SIG-TBC-014-11.pdf
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